
 

 記 者 会 見 資 料 
 

令和７年１１月２０日(木) 

午前１０時３０分～  

 

 

１ ふるさと納税返礼品に明海大学病院による             

   「歯科医科連携人間ドック」が登場 

 

 

２ 冬の夜間における停電を想定した夜の防災訓練          

   「ブラックアウト訓練」を開催します！ 

 

 

３ 手づくりドレッシングのギフトセット発売            

 

 

４ 市民からのアイデアで地域を元気に！              

   提案型協働事業報告会を開催 

 

 

５ 第２４回坂戸市若返り歌謡ショーを開催します         

 

 

６ ２０年で２６,０００冊                    

   地域で本をリユース 古本市を開催 
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５ 

記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担 当 政策企画課 
 

ふるさと納税返礼品に明海大学病院による 

「歯科医科連携人間ドック」が登場 

い つ 

（日時） 
令和８年１月６日から（予定） 

どこで 

（場所） 
坂戸市ふるさと納税（各ポータルサイトより寄附） 

だれが 

（主催者） 

坂戸市 

明海大学歯学部付属明海大学病院 

何 を 

（内容） 

明海大学病院は、その特色を活かし、全国的にも珍しい歯

科と医科の専門知識を統合した高度な検査・診断を提供する

歯科医科連携人間ドックを、ふるさと納税の返礼品として提

供します。 

明海大学病院は、明海大学歯学部の学術的な研究成果に基

づく、様々な歯科治療の専門外来を設置しており、多くの専

門スタッフによる医療を提供しています。また、内科、眼科、

および耳鼻科など医科の診療も行っており、歯科と医科の協

力体制が確立されています。 

近年、口腔内の状態と全身疾患は相互に様々な影響を及ぼ

していることが明らかにされて来ています。受診者には、検

査結果に基づき、口腔内の状態と全身疾患の状態の双方から

健康状態を評価したレポートを提供します。 

な ぜ 

（目的） 

ふるさと納税返礼品の充実と、明海大学病院における取組

のＰＲを目的としています。 

声 
(現場の人の声) 

坂戸市と明海大学病院が協力し、本返礼品を通じて全国の

皆さまの健康づくりと医療の発展に貢献してまいります。 

 

備考 公開日時が決定しましたら、改めてご連絡させていただきます。 
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記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担 当 防災安全課 
 

冬の夜間における停電を想定した夜の防災訓練

「ブラックアウト訓練」を開催します！ 

い つ 

（日時） 
令和７年１２月１９日（金）１８時００分～１９時００分 

どこで 

（場所） 
坂戸市立千代田小学校体育館（坂戸市千代田二丁目１７－５） 

だれが 

（主催者） 
坂戸市 

何 を 

（内容） 

冬の夜間に地震が発生し、避難所でも停電が発生している

ことを想定。暗くて寒い環境になる学校の体育館で避難生活

を体験していただき、日頃の備えを見つめ直すきっかけを作

ります。 

【主な内容】 

・避難者の受入れ訓練 

・夜間時の避難についての注意点等の確認 

・簡易ランタンや簡易スリッパの作製を行い、実際に使用し

てみる体験 など 

【参加者（予定）】 

千代田小学校の児童・保護者や千代田小学校通学区域内の

自主防災組織の中から希望する方 約８０名 

な ぜ 

（目的） 

夜間及び停電時における避難の危険性や冬の避難所の不便

さ（暖房が効かない等）など、劣悪な環境の避難所を体験し

ていただき、「自助」意識の高揚を図るため。 

声 
(現場の人の声) 

 この訓練は、昨年度、坂戸市では初めて実施した訓練で、

参加者アンケートでは、回答いただいたほぼ全ての方から「防

災意識の向上につながった」「良かった」との声をいただいて

おり、充実した訓練になっていると考えています。 

備考  添付資料：開催チラシ 

    昨年度参加者数：９６人 

 



 

問合せ 坂戸市役所防災安全課 ２８３－１３３１(内線２１９) 

冬の夜間に地震が発生し避難所など地域一帯が停電

してしまうことを考えたことがありますか。 

訓練内容 

（午後５時３０分 受付開始） 

ワークショップ（簡易ランタン、スリッパ作製） 

冬の避難所体験（室内履きを脱いで、裸足等で床の冷たさを体験） 

持ち物 

懐中電灯、室内履き、水入りペットボトル１本、ビニール袋 

新聞紙（1人 3枚） 

STEP 1 

STEP 2  

STEP 3 
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記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担 当 農業振興課 
 

手づくりドレッシングのギフトセット発売 

い つ 

（日時） 
令和７年１２月６日（土）から 

どこで 

（場所） 
ＪＡいるま野坂戸農産物直売所 

だれが 

（主催者） 
坂戸市農産物生産組合 

何 を 

（内容） 

規格外の坂戸市産野菜を原料にした手づくりドレッシング

３種（「にんじんドレッシング」、「たまねぎドレッシング」、

「ピリ辛だいこんドレッシング」）の詰め合わせギフトセット

を発売します。 

寒い季節限定の「ピリ辛だいこんドレッシング」が新たに

セットに加わりました。 

な ぜ 

（目的） 

ドレッシングをギフトセットにすることで、多くの皆様に

召し上がっていただく機会を増やすとともに、規格外でこれ

まで捨てられて（おっぽって）きたものに着目した「おっぽ

らん精神」の取組を広げていくため。 

声 
(現場の人の声) 

・大切な方へのお歳暮やプレゼントなどに使っていただきた

いです。 

・通年販売が２種類（にんじん、たまねぎ）。季節限定商品が

２種類（とうもろこし、ピリ辛だいこん）で、単品での販売

もしています。 

 

備考 製品ラベルにある「オッポラン研究所」は、特定の施設を表すものではなく、 

「おっぽらん精神」で取り組む６次産業に係る活動について、市から付与される 

ブランド名です。 

 



「さかど農産物加工所」発！

手づくりドレッシングのギフトセット

☆定番の「にんじん」、「たまねぎ」に「ピリ辛だいこん」を
加えた手づくりドレッシングの詰め合わせ

寒い季節限定の新商品！
くぼみや割れ、太さ不足など、規格外の大根を
「おっぽらん精神」でドレッシングに仕上げました。
蒸すことで、大根ならではの味と香りを引き出し
ました。

３本入 価格1,500円（税込）

新商品



ドレッシングを作っている皆さん

☆ドレッシングは、坂戸市農産物生産組合に所属する山田さ
ん・新井さん・丸さん・武藤さん・安野さん の５人が心を込め
て手作りしています。
☆平成２９年度から、さかど農産物加工所でドレッシング作り
が始まりました。

坂戸市農産物生産組合

☆坂戸市農産物生産組合は、坂戸市内で農産物を生産する
皆さんのグループです。定期的に軽トラック市を開催してい
ます。また、勉強会を開いて生産技術を高めています。
☆軽トラック市開催場所・時間
・ウェルシア鶴舞・厚川店 第１・第３火曜日
・ウェルシア坂戸若葉駅東口店 第１・第３木曜日
・北坂戸駅西口広場 第２・第４火曜日
いずれも１０時から１１時頃まで（売り切れ次第終了）

☆「オッポラン研究所」は、特定の施設を表すものではなく、
坂戸市産農産物において､これまで捨てられて(おっぽって)
きたものに着目し「おっぽらん精神」で取り組む、坂戸市６
次産業に係る活動について付与されるブランド名です。
☆「坂アグ使い切り運動」をキャッチフレーズに、さか（坂戸）
のアグ（agricultural products：農産物）を使い切る運動を展
開しています。
※規格外品だけではなく、坂戸市産農産物を余すことなく使
い切る活動すべてを指します。

オッポラン研究所

（お問合せ）坂戸市役所農業振興課農業振興係 049（283）1331（内332）
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記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担 当 市民生活課 
 

市民からのアイデアで地域を元気に！ 

提案型協働事業報告会を開催 

い つ 

（日時） 
令和８年１月２２日（木）１５時から 

どこで 

（場所） 

坂戸市文化会館 第一会議室（平成の間） 

(坂戸市元町１７－１) 

だれが 

（主催者） 
坂戸市 

何 を 

（内容） 

市民活動団体からの提案により市との協働で実施した４

事業について、公開報告会を開催します。 

①地域食堂 

団体名：地域食堂みんなでここ deごはん 

協働課：高齢者福祉課、こども支援課 

②多世代交流場所の提供 

団体名：ふれあいスペース 103～東坂戸のよりみちテラス～ 

協働課：市民生活課 

③支え合い活動の送迎サービス研修会 

団体名：Sky’s 

協働課：高齢者福祉課 

④移動型子ども食堂 

団体名：子ども食堂やまちゃん 

協働課：こども支援課 

※今後、市との協働事業を検討している方を始め、どなたで

も参加可能です。（定員先着３０名） 

な ぜ 

（目的） 

報告会を行うことで各団体が事業の振り返りを行い、活動

の効果を高めるとともに、来場者には市民活動を始めるきっ

かけにしてもらうことを目的に開催します。 

声 
(現場の人の声) 

・昨年度の来場者からは、「団体が対象者に寄り添いながら活

動していることに感銘を受けた。」「今後も協働事業を続けた

方が良い。」という声が寄せられ、報告会をきっかけに活動を

始められた方もいます。 

備考 提案型協働事業とは、市との協働により地域の活性化や課題の解決を図る事業 

を行う市民活動団体へ市が補助金を交付しています。 

 



 

１．地域食堂みんなでここ deごはん 

事 業 名：地域食堂みんなでここ deごはん 

事業概要：食を通じて年齢問わず孤立や孤食を減らし、楽しくコミュニケーシ

ョンのとれる場所を提供する。 

協 働 課：高齢者福祉課、こども支援課 

活動日時：月に１回程度 11時30分～14時 

活動場所：東坂戸団地ふれあいスペース103（坂戸市東坂戸2-３）ほか 

   



 

２．ふれあいスペース103～東坂戸のよりみちテラス～ 

事 業 名：ふれあいスペース103を活用した持続可能な交流場所の実現 

事業概要：利用者が主体となり検討した企画を具現化し継続して利用可能な年

齢、性別問わず誰もが気軽に利用できる多世代交流場所を提供する

とともに地域コミュニティーの活性化を図る。 

協 働 課：市民生活課 

開催日時：月に１回程度 10時～１５時 

開催場所：東坂戸団地ふれあいスペース103（坂戸市東坂戸2-３） 

  



 

３．Sky’s  

事 業 名：地域で仕事！あなたの出番です！お助け隊担い手講座 許可・登録

不要の運送サービスについて 

事業概要：各団体の課題である送迎サービスについて正しく理解し、担い手を

増やして支え合い活動を広範囲に展開していくために研修会等を

行う。そして、行政との連携を図り持続可能な活動にしていく。 

協 働 課：高齢者福祉課 

開催日時：12月20日 10時～正午 

開催場所：坂戸市文化施設オルモ（坂戸市芦山町1-2） 



 

４．子ども食堂やまちゃん 

事 業 名：移動型子ども食堂で1,000食配付プロジェクト 

事業概要：子ども食堂の開催場所のない地域の子どもたち等へ無料のお弁当テ

イクアウト活動を通して、おいしい食事と交流の場を設けることで、

地域内のつながりや交流を育むことを目的とする。 

協 働 課：こども支援課 

活動日時：月に１回程度 18時～19時30分 

活動場所：浅羽野小学校エリアまたは入西小学校エリア 
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提案型協働事業報告会 実施要領 

 

１ 目  的 

  市との協働により地域の活性化又は課題の解決を図る事業を行う市民活動団体が

公開事業報告会を実施することにより、活動の周知及び更なる効果的な事業の推進

を図る。 

 

２ 日  時 

  令和８年１月２２日（木）午後３時～午後４時１０分 

 

３ 会  場 

  坂戸市文化会館３階第１会議室 

 

４ 発 表 者 

  令和７年度提案型協働事業採択団体（４団体） 

 

５ 出 席 者 

  坂戸市市民参加推進会議委員、協働関係課、一般来場者（今後、市との協働事業

を検討している方、事業に関心を持っている方など） 

 

６ 定  員 

  一般来場者 ３０名（先着順） 

 

７ 発表方法 

  ・発表時間は、１団体につき１０分以内、委員からの講評及び質疑応答を５分以

内とし、合計１５分以内とする。 

  ・発表内容に①事業の目的、②事業内容、③協働関係課との連携内容、④成果及

び効果、⑤課題及び改善点、⑥決算書（見込み：１２月末現在）を含めること

とし、形式は問わない。 

  ・発表は、プロジェクターを使用すること（形式自由）。 

 

８ タイムスケジュール 

１４：３０～ 発表団体集合・来場者受付 

１５：００ 提案型協働事業報告会 開会 

１５：００～ 坂戸市市民部長挨拶 

坂戸市市民参加推進会議委員会長挨拶 

１５：０５～１５：１５ ①地域食堂みんなでここ deごはん 発表 



 
 

１５：１５～１５：２０ ①委員からの講評及び質疑・応答 

１５：２０～１５：３０ ②ふれあいスペース 103～東坂戸のよりみちテラス～ 

発表 

１５：３０～１５：３５ ②委員からの講評及び質疑・応答 

１５：３５～１５：４５ ③sky’s 発表 

１５：４５～１５：５０ ③委員からの講評及び質疑・応答 

１５：５０～１６：００ ④子ども食堂やまちゃん 発表 

１６：００～１６：０５ ④委員からの講評及び質疑・応答 

１６：０５～ 会長から全体への講評 

１６：１０ 閉会 

 

９ 会場レイアウト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ そ の 他 

 来場者にアンケート用紙を配布する。 

スクリーン 

 

プロジェクター 

出入口 

事
務
局 

委 員 席 

②ふれあいスペース 103 

～東坂戸のよりみちテラス～ 

③sky’s  

①地域食堂みんなで 

ここdeごはん 

受
付 

来場者席 

協働課 

④子ども食堂やまちゃん 事務局 
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記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担 当 高齢者福祉課 
 

第２４回坂戸市若返り歌謡ショーを開催します 

い つ 

（日時） 
令和８年１月３０日（金）１０時から 

どこで 

（場所） 
坂戸市文化会館ふれあ ホール 

だれが 

（主催者） 
坂戸市、坂戸市老人クラブ連合会 

何 を 

（内容） 

坂戸市老人クラブ連合会カラオケ部員や応募した市内在住

の６０歳以上の一般参加者が、カラオケを大舞台で歌って、

若返りを目指します。 

また同日、７５歳以上の高齢者で、長年地域で活動されて

いる方や市民の模範となる方を「坂戸市いきいき高齢者」と

して認定する坂戸市いきいき高齢者認定証交付式を開催しま

す。 

な ぜ 

（目的） 

市内の高齢者に生きがいを持っていただき、健康長寿及び

若返りを促すとともに、いきいき高齢者に認定することによ

り、長く健康で生活していただくことを目的としています。 

声 
(現場の人の声) 

・昨年の参加者からは、「大舞台で歌うことができて、気持ち

よかった」との声もありました。 

・昨年のいきいき高齢者認定者からは、「自身の活動を取り上

げてもらい、うれしかった」との声もありました。 

備考 令和７年度のいきいき高齢者認定者は９名です。 

   令和６年度の若返り歌謡ショーの参加組数は５３組で、動員人数は６０２名 

  でした。 
 

 



 

第２４回坂戸市若返り歌謡ショー実施要領 

 

１ 趣 旨 生きがいづくりを目的とし、カラオケを大舞台で歌うことを通じて日頃の成果 

       を発揮し、併せて健康長寿及び若返りを促し相互の友愛等を深め福祉の向上を 

図る。 

 

２ 名 称 第２４回坂戸市若返り歌謡ショー 

 

３ 主 催 坂戸市・坂戸市老人クラブ連合会 

 

４ 日 時 令和８年１月３０日（金） 

       午前１０時００分～午後３時３０分予定（午前９時１５分開場） 

 

５ 場 所 坂戸市文化会館 ふれあ 

 

６ 参 加 者 （１）坂戸市老人クラブ連合会カラオケ部 ５０名（組） 

       （２）一般参加者            １５名（組） 

         （坂戸市老人クラブ連合会カラオケ部員を除く市内在住の６０歳以上の方） 

          ※一般参加者の応募が１５名（組）を超えた場合は公開抽選とする。 

 

７ 曲 目 等 （１）一人（組）２コーラス３分以内（セリフ入り不可）、ツーハーフは可。た 

だし、デュエットの場合と舞踊付きの歌の場合は３コーラスとする。 

       （２）カラオケは第一興商の「ダム」に使用登録されている曲とする。 

（３）曲目の変更は認めない。 

 

８ そ の 他 （１）歌う方の脇での舞踊は認める。 

       （２）観客は自由に観覧できるものとする。来賓を招待する。 

       （３）開会式前に、令和７年度坂戸市いきいき高齢者認定証交付式を実施する 

こととする。 
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記者クラブの皆さんよろしくお願いします。 

担 当 廃棄物対策課 
 

２０年で２６,０００冊 

地域で本をリユース 古本市を開催 

い つ 

（日時） 
令和８年１月２５日（日）９時～１４時 

どこで 

（場所） 
環境学館いずみ（坂戸市泉町三丁目２５－１） 

だれが 

（主催者） 
坂戸市 

何 を 

（内容） 

大掃除の時期に合わせ、１２月下旬から１月中旬までに、

家庭で不要となった本を市に提供していただき、欲しい方に

無償でお譲りするイベントです。 

平成１８年度の開催から今回で２０年を迎え、地域に浸透

してきました。累計で約 67,000冊の本を提供していただき、

約 26,000冊の本をお譲りしました。 

な ぜ 

（目的） 
 リユース（再使用）推進及びゴミの削減を図ります。 

声 
(現場の人の声) 

 昨年度の来場者からは「リユースにつながる大変良いイベ

ント」、「欲しかった本があり、来て良かった」、「今後も続け

て欲しい」と好評でした。 

 

備考 昨年度は、約 6,100冊の本を提供していただき、約 4,300冊をお譲りしました。 

また、余った本のうち状態が良いものは、３月に市民ホールで実施する「ちょ 

こっと古本市」や東清掃センターで展示し、無償でお譲りしています。 
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